
講師：ジョン・ドカティー氏

TEACCH
コラボレーションコラボレーション
セミナー 2008
「TEACCHの実践をもっと詳しく具体的に学びたい」「実践を通してTEACCH部と交流したい」
という思いに応えて実現したセミナーです。
今回は米国ノースカロライナ州のTEACCH部から
グリーンビルTEACCHセンター所長 ジョン・ドカティー氏をお招きし、
『学校教育』をテーマに、講演と事例を通してディスカッションをします。
たくさんの方の参加をお待ちしています。

1日目 2日目講演 「TEACCHにおける
　　　学校教育へのアプローチ」

実践報告とディスカッション

プログラム

　TEACCHの学校教育に対するアプローチについて
現場の実践に基づいてお話しいただきます。

　学校教育現場での自閉症支援の実践について
報告し、ノースカロライナでの実践を踏まえて
ドカティ氏よりコメントをいただき、意見交流を
行います。  

と　き
ところ

対　象

参加費

2008年1月26日（土）、27日（日）

京都染色会館 シルクホール
（市営地下鉄四条駅、阪急烏丸駅下車すぐ）

一般 : 15,000円

TEACCHプログラム研究会会員、家族、教師、
専門家、そのほか自閉症の支援にかかわる方
TEACCHプログラム研究会会員 : 10,000円

※すべて通訳付きです。

米国ノースカロライナ大学教授
グリーンビルTEACCHセンター長

 後援／厚生労働省（予定）、京都府、京都市、京都市教育委員会、朝日新聞厚生文化事業団主催／TEACCHプログラム研究会

TEACCHコラボレーションセミナー 2008参加申込書
フリガナ

フリガナ

氏　名

＊どちらかに○をつけてください。

＊どちらかに○をつけてください。

＊ご家族は「家族」とご記入ください。

（　　 ）自宅　（　　 ）勤務先

TEACCHプログラム研究会会員

支部
（　　 ）

（　　 ） 一般

住　所

電　話

交流パーティー
参加費6,000円

1月25日（金・前泊）

第1希望ホテル 第2希望ホテル ○をつける

シングル ツイン

シングル ツイン

1月26日（土）

宿泊（ホテル）が必要な方のみご記入ください。

■宿泊ホテルと宿泊料金のご案内（下記料金は1泊〈サービス料金・税金込〉のお1人様代金です）

■お取消料について

●上記代金には、手配事務費、郵送通信料、取扱い手数料が含まれております。 ●ご宿泊ホテルのご案内図は、宿泊利用券送付時に同封させていただきます。

1月26日（土）

1月26日（土） （　　　）申し込みます （　　　）申し込みません

（　　　）参加します （　　　）参加しません

1月27日（日） （　　　）申し込みます （　　　）申し込みません

勤務先
（所属先）

FAX

E-mail

電話

FAX

〒
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2

3

株式会社朝日旅行「TEACCHコラボレーションセミナー」受付事務局
〒105-8548  東京都港区芝大門1-4-8  TEL.03-5777-6721  E-mail :ecc@asahiryoko.co.jp

FAX.03-5777-3395

ヴィアイン京都四条室町 7,000円

からすま京都ホテル

ホテル名

交流パーティー
宿 泊 ホテ ル

弁　　　　　当

徒歩5分

徒歩3分

会場までのアクセス1月25日（金） 1月26日（土）
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お申し込みの後、ご都合により取り消される
場合は、次の取消料を申し受けます。なお、
大会参加資料代は返金いたしませんので
ご了承ください。

9日前～5日前 4日前～2日前 宿泊前日 宿泊当日および不泊

5日前 2日前 前　日 当　日
10% 20% 50% 100%

無　料 20% 50% 100%

お弁当
お茶付 @1,000円



　TEACCHプログラム研究会ではTEACCH部と協

力し、自閉症を支援する実践家として互いの支援の質

を高めるための事業を企画しました。記念すべき第1回

のコラボレーションセミナーはジョン・ドカティ先生と意見

交換をします。

　ドカティー先生の講義を初めて聞いた時の印象は強

烈でした。通常学級において自閉症の生徒をどう支援

するかや、子どもにどのように自閉症について説明する

かについて、TEACCHの理念と実践経験に基づいて

生き生きと熱意を込めて話をしてくれました。私たちの実

践を通してディスカッションもできる貴重な機会です。ぜ

ひ、ご参加ください。

　自閉症スペクトラムの子どもにとって、学校教育は非常に重要です。
TEACCHは創設当初から学校教育を重視し、公立学校へのコンサルテー
ションを中心に学校教育にアプローチしてきました。今回は、高機能の子ども
たちへの教育も含めて、次のような内容を中心に、ノースカロライナにおける
自閉症スペクトラムの学校教育の実際についてお話ししていただきます。

●自閉症スペクトラムの子どもにおける学校

教育の意義と有効性
●学校コンサルテーションや研修の大切さ
●学校と協力関係のあり方と特有の難しさ
●ノースカロライナの学校の優れた実践紹介

実践報告とディスカッション （コーディネーター：内山登紀夫 他）

会長のメッセージ プログラム

 「参加申込書」に必要事項をご記入の上、FAX、郵便でお
送りください（コピー可）。またＥ-mailで参加申し込みの方は
必要事項（参加申込書参照）をすべてご記入の上、送信し
てください。

  
 1月26日（土）18:00より三井ガーデンホテル京都四条（会場
より徒歩約5分）で参加者の交流を図るため、交流パー
ティーを行います。参加ご希望の方は「参加申込書」の所
定の欄に○印をつけてください。交流パーティー参加費
6,000円別途必要です。

 昼食（弁当）の申し込み
 お弁当が必要な方は、「参加申込書」の所定の欄に〇印を
つけてください。お弁当は1,000円（お茶付・税込み）です。周
辺にはレストラン等飲食店はございますが混み合うことも予
想されます。

 宿泊申し込みについて
 宿泊ご希望の方は、ご案内参照の上、宿泊日、ホテル名、部

屋のタイプを選択の上、「参加申込書」にそれぞれご記入く
ださい。なお、ツインをご希望の場合は、必ず同室者のお名前
をお書きください。〈参加申込書参照〉

 費用のお支払い
 「参加申込書」を受付後、払込票を送付しますので、金額合

計を銀行振込または郵便振替にて1週間以内にご送金くだ
さい。ご入金の確認後、事務局より「参加証」「交流パー
ティー券」「昼食（弁当）引換券」および「宿泊案内書」などを
送付します。

 お取消料について
 お申し込みの後、ご都合により取り消される場合には次の取

消料を申し受けます。なお、セミナー参加費は返金しませんの
でご了承ください。〈参加申込書参照〉交流パーティー・宿泊、
弁当

 申し込み締め切り
 定員になり次第締め切ります。

 申し込み・問い合わせ先

 株式会社朝日旅行
 「TEACCHコラボレーションセミナー」
 　　　　　　　　　　　　　　　受付事務局
 〒105-8548 東京都港区芝大門1-4-8
 TEL.03-5777-6721  FAX.03-5777-3395
 E-mail: ecc@asahiryoko.co.jp
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参加申し込みについて

四条通

綾小路通

UFJ
滋賀銀行池坊短大

地下鉄
京都駅

至河原町
阪急電車

烏
丸
通

室
町
通

地下鉄
京都駅

京都染色会館
シルクホール

N

●京都駅から京都市営地下鉄烏丸線「国際会館」行き乗車、「四条」駅
　下車、徒歩3分
●阪急電車京都線「烏丸」駅下車、徒歩3分
●京都市バス「四条烏丸」すぐ

　卒園先からの引き継ぎや支援会議等の内容を活か
し、児童の自立的生活をめざしたチームアプローチによる
取り組みについて報告します。1 児童の自立的生活をめざした

チームアプローチによる取り組みについて
入井淑圓、浜口ひろえ（佐賀県立大和養護学校）

TEACCHコラボレーションセミナー 2008

講演  「TEACCHにおける学校教育へのアプローチ」（ジョン・ドカティー）

　再構造化は、自閉症児・者との「対話」から始まります。
フィットするに至る過程で何がポイントとなったのかを明ら
かにしていきます。2 再構造化の過程をめざした

～1人ひとりにフィットすることをめざして～
澤  月子（京都府立向日が丘養護学校）

　相談支援部と小学1年生の学級担任との連携による
取り組みと、地域における就学前後の高機能の児童を
集めてのペアレントトレーニングとソーシャルクラブの取り
組みを報告します。

3 地域におけるニーズに応える支援の展開
辻  裕二、深水  綾（神奈川県立麻生養護学校）

　すばるは、LD、ADHD、高機能自閉症等のある幼児
～中学生を対象に、放課後通級で個別指導を実施し、
保護者や担任相談を行ってきました。それらの取り組み
から、今後の各学校における特別支援教室のあり方に
ついて提案します。

4 発達障害の子どものための
香川大学特別支援教室すばるの取り組み
馬場広充（香川大学教育学部附属特別支援学校）

内山登紀夫

1月26日（土）
 9:30 受付
 10:00 開会
 10:10 講演
  『TEACCHにおける学校教育へのアプローチ1』
  　ジョン・ドカティー
 12:30 昼食・休憩
 14:00 講演
  『TEACCHにおける学校教育へのアプローチ2』
  　ジョン・ドカティー
 16:30 
 18:00 交流パーティー

1月27日（日）

 9:30 開場
 10:00 実践報告とディスカッション1・2
  　コメント：ジョン・ドカティー
  　コーディネイター：内山登紀夫   他 

 
12:15 昼食・休憩

 13:30 実践報告とディスカッション3・4
  　コメント：ジョン・ドカティー
  　コーディネイター：内山登紀夫   他  
 
 15:45 閉会
 16:00 終了
※1月26日（土）講演終了後にTEACCHプログラム研究会総会を開催します。


